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Ⅴ．特記事項 

 

1．大学スポーツ活性化と健全な管理運営に向けた先進的な取組み 

NCAA（全米大学体育協会）をモデルに、その日本版とも言える大学スポーツ協会

（UNIVAS）が平成 31(2019)年 3 月に設立された。その検討過程で、本学は平成 30(2018)

年 7 月にスポーツ庁の委託事業である「大学スポーツ振興の推進事業（日本版 NCAA）」

の採択を受け、同年 9 月に「スポーツ局」を新設し、専門職となるスポーツアドミニスト

レーターを配置した。このスポーツ局の任務は、学生の自主的な部活動について、大学ス

ポーツの活性化と健全な管理運営の観点から、大学の関与を明確にすることである。その

点を念頭に置きながら、「スポーツ活性化戦略事業の推進」と「学生アスリートとクラブマ

ネジメントの支援業務」に取組んでいる。「スポーツ活性化戦略事業の推進」においては、

オリンピアンや国際大会で活躍するアスリートを育てる TAG(Top Athlete Group)プログ

ラムの推進、支えるスポーツのノウハウ修得と啓蒙を行う MCP(Making Career Plan)プ

ログラムの推進に取組んでいる。MCP では、スポーツシンポジウムの開催や、ホーム主

催試合のトライアル、スポーツを支える職域の開拓を念頭に置いた「スポーツソムリエ制

度」の創設を目指している。「学生アスリートとクラブマネジメントの支援業務」において

は、学業とスポーツの両立の実現に向けた指導体制の確立、試合や練習中における安全性

の確保、クラブ運営のマネジメント業務標準化のサポートに取組んでいる。今後、UNIVAS

の動向を踏まえつつ、スポーツ局の機能充実を図り、さらに他大学の取組みも参考にしな

がら全学挙げて本学のスポーツ活性化と部活動の健全な管理運営に取組むことを通じ、い

わゆるユニバーシティ・アイデンティティの確立を目指す。 

 

2．平成 30(2018)年度研究ブランディング事業に選定された「プロ球団とのアカデミックパ

ートナーシップに基づく地域創生型スポーツ社会モデル形成事業」に基づく実証研究 

 本学は平成 30(2018)年度に、外部競争的な研究事業資金である私立大学研究ブランディ

ング事業費（3,200 万円）の交付対象校（157 校申請中、20 校の一つ）に選定された。採

択されたのは「プロ球団とのアカデミックパートナーシップに基づく地域創生型スポーツ

社会モデル形成事業」である。これは、仙台市に進出した野球、サッカー、バスケットボ

ールのプロ 3 球団が年間を通じホームゲームを開催することにより、地域の社会経済の活

性化に大きく寄与してきた点に着目し、大学の組織挙げての研究に取組むものである。こ

のプロチームの事業活動を「する・みる・ささえるスポーツ」の三つの側面に着目して研

究対象とし、本学の体育・スポーツ科学的ノウハウを活用し、スポーツの振興を通じた地

域社会の活性化効果を実証的に検証・解明していく。その一環で、本学はこの 3 球団とア

カデミックパートナーシップを継続し、球団の諸活動を実地に体験するインターンシップ

などを実施している。これらの実証研究等をベースに活力ある「地域創生型スポーツ社会」

とはどうあるべきかのモデルを提示し、少子高齢化等の問題を抱える地域での活用方策に

つなげていこうとするものであり、あらゆるタイプのスポーツ活動を抱える地域からその

成果に関し大きな期待が持たれている。 


